
 

令和８年度 第１回瑞穂町地域保健福祉審議会 質疑等について 

 質疑等（資料１-1について） 

ページ 取組番号・係名 質疑 

１-１２ 

PDF資料 

基本目標 1 

１２ページ 

 

3-38 

PDF資料 

基本目標 3 

38ページ 

1-（４）-① 

世代間交流の活

性化 

3-（5）-⑦ 

子どもの貧困対策

の推進 

 

福祉課福祉推進係 

おひさまキッチンの会による朝食を提供する活動が、関係団体の協力

により地域に浸透してきたことは大変すばらしいことだと思いました。令

和６年度は、夏休みの時期にジェラートの提供等を実施していましたが、

令和７年度と令和８年度の夏休み等長期休暇時の予定を教えてくださ

い。給食がない長期休暇時の食事の確保は家庭の負担が重く、支出を

切り詰める家庭もあることを報道で知りました。今後に向けて何らかの活

動が広がると良いと思いました。 

 

回答 

 多世代間交流事業「おひさまキッチン」は小学校の家庭科室で朝食を提

供しており、学校の長期休暇時は事業を実施していません。なお、長期休

暇時ではありませんが、令和５年度より夏季にジェラートの提供を受けて

おり、令和７年度は７月と８月の開催時に、令和８年度は７月の開催時に

それぞれジェラートを提供いただきました。 

 毎年アンケートを取っており、教職員の方からは、 

・朝、元気に挨拶する児童が増えた。 

・朝早くから学校に来て、朝食をとることで学習に対しての意欲が湧いて

きたように感じる。 

・朝食をとることで、より健康的な生活スタイルに変わってきた。 

というように、生活リズムの改善や、学習意欲の向上などが見られるよう

になったとの意見をいただいています。 

ページ 取組番号・係名 質疑 

４-５ 

PDF資料 

基本目標４ 

５ページ 

４-(2)-1 

健康増進事業の

推進 

 

健康課成人保健係 

 評価指標の基本目標４、いきいきと暮らすための健康づくり、（２）健康

増進の充実、がん検診受診率についてです。 

 大腸がん検診の受診率が他のがん検診と比べて高い理由についてご

教示ください。 

回答 

  主な理由として、大腸がん検診と他のがん検診では受診できる町内

の指定医療機関が異なります。大腸がん検診は、町内すべての指定医療

機関で受診できますが、他のがん検診については、特別な医療機器等が

必要なため、町内の指定医療機関（子宮頸がんのみ１医療機関で受診

可）では受診することができません。お住いの近くで身体への負担もなく

手軽に受けられること、また、特定健康診査や後期高齢者健康診査と一

緒に受診できることから、大腸がん検診が他のがん検診より受診率が高

い割合になっています。なお、大腸がん検診受診者の約８０％の方が町

資料１-３ 



内の指定医療機関で受診されています。 

 

ページ 取組番号・係名 質疑 

１－８ 

PDF資料 

基本目標 1 

８ページ 

１－（３）－① 

公共施設の利用

促進 

 

高齢者福祉課 

高齢者支援係 

 進捗状況確認表、１－（３）－①公共施設の利用促進、社会福祉協議会

の欄です。 

 令和６年度の結果を踏まえた今後の課題で、「今後はミズカルにて健康

器具の活用を図る必要があります。」と記載されています。令和７年度に

ミズカルがオープンしてからは、ミズカルで活用が図られているという理

解でよろしいでしょか。 

回答 
 多世代交流センターMIZCUL がオープンしてからも、継続的に健康器

具の活用が図られています。 

ページ 取組番号・係名 質疑 

１-１２ 

PDF資料 

基本目標 1 

１２ページ 

1-（４）-① 

世代間交流の活

性化 

 

子育て応援課 

保育・幼稚園係 

ミズカルがオープンしたことによる影響が令和７年度の効果（成果）判

定や評点に反映されている取組がありましたらご教示ください。 

  

回答 

多世代交流センターMIZCUL 内の第五小学童保育クラブでは、野菜

収穫体験等の多世代交流事業への参加を通じて、地域住民との交流が

促進されました。 

今後も施設の特性をいかした交流事業への参加等、指定管理者と連携

した学童保育クラブの運営に取り組んでいきます。 

ページ 取組番号・係名 質疑 

１-2２ 

PDF資料 

基本目標 1 

2２ページ 

1-（5）-④ 

高齢者福祉センタ

ー寿楽の運営 

 

高齢者福祉課 

高齢者支援係 

ミズカルがオープンしたことによる影響が令和７年度の効果（成果）判

定や評点に反映されている取組がありましたらご教示ください。 

  

回答 

１-（５）-④にあるとおり、令和７年度は、多世代交流施設として初年度

を迎えました。地元の町内会・自治会や小学校など地域と連携した事業

を展開したことで、子どもから高齢者までの多様な世代が交流を図ること

ができました。 

利用者からは、「新しく綺麗になり、高齢者以外も利用できるので嬉し

い」、「音楽スタジオやダンススタジオを手軽に利用できるので嬉しい」、

「イベントに参加して楽しかったので、色々と開催してほしい」といった声

がありました。 

指定管理者が新たな事業を企画する際は、高齢者福祉課が担当部署

と打合せの場を設けるなど調整を図り、事業の内容が重複しないように

しました。 



 


